
 

 

 

パッシブ換気の取り扱いと入力方法についてパッシブ換気の取り扱いと入力方法についてパッシブ換気の取り扱いと入力方法についてパッシブ換気の取り扱いと入力方法について 

1. パッシブ換気の換気回数についてパッシブ換気の換気回数についてパッシブ換気の換気回数についてパッシブ換気の換気回数について 

現行の札幌版次世代住宅基準において、「自然の換気動力を主導力とした計画的な換気システムであるパッ

シブ換気を採用する場合の熱損失係数算出に用いる換気回数は、換気動力の削減を加味し、0.4 回/h」となって

いるが、国のプログラムでは換気回数を 0.4 回/h と入力することが出来ない。そのため、熱交換換気の採用に

より換気回数が 0.4 回/h となるよう温度交換効率と有効換気量率を検討することとした。 

パッシブ換気を採用した場合の見かけの熱交換換気による単位延べ面積当りの回収熱量 QRC-PSV とすると式

(1)のように与えられ、以下の様に求めることが出来る。 

 

 QV-0.4 = QV-0.5   QRC-PSV (1) 

 QRC-PSV = QV-0.5 - QV-0.4 

     = 0.35 × 0.5 × 2.4   0.35 × 0.4 × 2.4 

     = 0.084 [W/(m2
･K)] 

 

QV-0.4 ： 0.4 回/h 換気の場合の換気熱損失係数[W/(m2･K)] 

QV-0.5 ： 0.5 回/h 換気の場合の換気熱損失係数[W/(m2･K)] 

QRC-PSV ： パッシブ換気を採用した場合の見かけの熱交換換気 

   による単位延べ面積当たりの回収熱量[W/(m2･K)] 

パッシブ換気を採用した場合の見かけの熱交換換気による単位延べ面積当りの回収熱量 QRC-PSVは、式(2)、(3)

より求められる。 

 QRC-PSV = CV ×  t ×  V × Ctol × Ceff × Cbal × C leak (2) 

 CV = 1 - ( 1/R NSA - 1 ) × ( 1/ ηt - 1 )  (3) 

ここで、式(2)、(3)における未知数は熱交換換気の温度交換効率 ηt と有効換気量率 RNSA である。温度交換効

率ηtを国の新基準で設定されている熱交換換気の温度交換効率の最小値である0.4とすると、有効換気量率RNSA

は 0.76 となる。 

したがって、パッシブ換気を採用した場合、国のプログラム上では、温度交換効率 ηtを 40%、有効換気量率

RNSAを 0.76 とすることで、熱交換換気として算出することが出来る。 

2. パッシブ換気の換気動力についてパッシブ換気の換気動力についてパッシブ換気の換気動力についてパッシブ換気の換気動力について 

パッシブ換気は、冬季の換気動力を削減できることから、第三種換気と比較して年間の換気動力を半減でき

るものと考えられる。 

したがって、パッシブ換気を採用した場合、国のプログラム上では、非消費電力を第三種換気の 0.3W/(m3/h)

の 1/2 の値を入力することで算出することが出来る。 
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